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【注意事項】

この集計結果は、平成２２年３月時点に各地方整備局等より回収された調査票

をまとめた中間報告であり、試験施工全体の結果を示すものではありません。

集計したデータ数も限られていることから、ここに示した結果は、限定的な暫定版

であることをご理解願います。

なお、今後調査票の充足やさらなる解析に努める予定です。



平成２１年度試験施工のアンケート回収状況

図－１a) ＭＣ・ＭＧ（ブルドーザ・グレーダ）の回答状況

N=50件（7件のＭＧ（ブルドーザ）を含む）

図－１b) ＭＧ（バックホウ）の回答状況

図－１c) ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め管理の回答状況 図－１d) ＴＳ出来形管理の回答状況

N=11件

N=64件 N=65件

図－１ H21年度 試験施工のアンケート回収状況

※集計段階で検査未実施の工事が多い
ため検査職員からのアンケートは少数
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ＭＣ（モータグレーダ）のアンケート結果（請負者）

•従来と“変わらない”が100%

図－2a) 準備作業（データ作成を含む）に要する時間

ＭＣ用のﾃﾞｰﾀ作成、ｼｽﾃﾑ調整の手間
∥

従来の丁張り設置作業

図－2b) 施工効率の変化

•“大幅に効率化”および
“少し効率化”が全体の75％

図－2d) 補助労務員の削減効果

•“減らすことができた”が
全体の75%

図－２ アンケート結果（４工事：４件）

•“十分に向上”全体の50%

施工効率←→精度向上
∥

従来の同等以上の精度を効率良く施工

図－2c) 施工精度の変化
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B.マシンコントロール技術（グレーダ）による平坦性
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ＭＣ（モータグレーダ）のアンケート結果（請負者）

図－３ 詳細調査（効率）結果（３工事：３件）

Ａ～ＣはH21年度 D～GはH20年度 H20以前の試行工事

標準能力
1110㎡

※：日当たり施工面積が500m2未満を除外した

全体では標準施工の約１.５倍

図－４ 詳細調査（精度）結果

高精度な施工を効率的に実現

（３件：H21年度）
（４件：H20年度）
（３件：試行工事）

（３件：H21年度）
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ＭＣ（モータグレーダ）のアンケート結果（請負者）

図－５ ＭＣ（グレーダ）の普及に向けた意見（４工事：４件）

（件）
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ＭＣ（ブルドーザ）のアンケート結果（請負者）

•“減少した”が75%

図－6a) 準備作業（データ作成を含む）に要する時間

ＭＣ用のﾃﾞｰﾀ作成、ｼｽﾃﾑ調整の手間
∧

従来の丁張り設置作業

図－6b) 施工効率の変化

•“大幅に効率化”および
“少し効率化”が全体の100％

図－6d) 補助労務員の削減効果

•“減らすことができた”が
全体の75%

図－６ アンケート結果（３工事：４件）

•“向上”が全体の50%

施工効率←→精度向上
∥

従来の同等以上の精度を効率良く施工

図－6c) 施工精度の変化
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0 1 2 3

使用する計測技術の精度向上

機器のアタッチメント化

機器類の調達環境の改善（価格、台数）

現場ニーズに適した機能の強化・追加

入札・契約の改善

監督検査方法の見直し

発注者側からの3次元設計データの提供

情報化施工技術のメリットの周知（受発注者の双方）

情報化施工に対応した技術者の育成

その他

ＭＣ（ブルドーザ）のアンケート結果（請負者）

図－８ ＭＣ（ブルドーザ）の普及に向けた意見（３工事：４件）

（件）
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TS・GNSSを用いた締固め管理のｱﾝｹｰﾄ結果（請負者）

•“効率化”が56%

図－9a) 作業時間

図－9b) 品質管理手法の変化

•“密度管理の頻度減”が45%
•“密度管理省略”が33%

図－9d) 品質管理帳票の作成時間

•“減らすことができた”が
全体の78%

図－９ アンケート結果（７工事：９件）

•“均一化”が全体の78%

施工効率←→均一性向上
∥

均一性の高い施工が実現

図－9c) 施工のばらつき
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図－１０ ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め管理の普及に向けた意見（７工事：９件）

（件）

TS・GNSSを用いた締固め管理のｱﾝｹｰﾄ結果（請負者）
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TS出来形管理のｱﾝｹｰﾄ結果（請負者）

•“増加”が67%

図－9a) データ作成などの準備時間

図－9b) 現場での計測作業

•“効率化”が67%

図－9d) 出来形帳票の作成時間

•“不要”が33%
•“大幅に短縮”が56%

図－１１ アンケート結果（９工事）

•“減らせる”が全体の44%

データ作成時間の増加が要因
平均で約２日間を要している。

図－9c) 計測作業員

•“出来形不足の早期発見に
寄与する“が89%
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ＴＳ出来形管理のアンケート結果（請負者）

図－１２ ＴＳ出来形管理の普及に向けた意見（８工事）

（件）
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ＭＣ／ＭＧのアンケート結果（監督職員）

図－１３ グレーダ／ブルドーザについてのアンケート結果（１２工事：１２件）

•“向上した”が67%

図－13a) 施工効率についての意見

図－13b) 出来映えについての意見 図－13d)普及に向けての意見（上位２項目）

図－13c) 安全性についての意見

•“良くなった”が42%

•“向上した”が67%
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ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め管理技術のアンケート結果（監督職員）

図－１４ ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め管理についてのアンケート結果（７工事：７件）

•“向上した”が57%

図－14a) 品質の均一性についての意見

図－14b) 施工ミスの低減についての意見 図－14d)普及に向けての意見（上位２項目）

図－14c) 施工瑕疵（手抜き・間違いなど）抑制についての意見

•“低減する”が71%

•“寄与する”が71%
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ＴＳ出来形管理のアンケート結果（監督職員）

図－１５ ＴＳ出来形管理のアンケート結果（９工事）

•“容易”が33%
•“手間が増えない”が89%

図－15a) 設計データの確認についての意見

図－15b) 現場での立会についての意見

図－13d)普及に向けての意見（上位２項目）

図－15c) 計測精度についての意見

•“効率アップ”が44%

•“向上した”が56%

•“計測ミス低減”が67%
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ＭＣ／ＭＧのアンケート結果（検査職員）

図－16 MC／ＭＧについてのアンケート結果（２工事）

•良くなったが50%

図－16a) 出来映えについての意見

図－16b) 施工効率についての意見 図－16d)普及に向けての意見

図－16c) 安全性についての意見

•“向上する”が100%

•“向上する”が100%

0 1

導入効果の定量的な評価と周知

適用条件についての判断基準の整備

適切な施工管理（精度管理等）手法の確立

機器類の容易な調達環境（台数、価格）

技術者の育成、教材の充実

技術の精度向上（測位技術、機械の制御など）

技術の機能追加（データ改ざんの防止など）向上

入札・契約の改善

監督検査業務の見直し

発注者側からの３次元設計データの提供

施工データの維持管理への活用

その他

15



ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め管理技術のアンケート結果（検査職員）

図－１7 ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた締固め管理についてのアンケート結果（４工事）

•結果確認時間短縮が
75%

図－17a) 品質管理結果の検査時間についての意見

図－17b) 施工ミスの低減についての意見 図－17d)普及に向けての意見（上位２項目）

図－17c) 施工効率についての意見

•“低減する”が100%

•“向上する”が100%

0 1 2

導入効果の定量的な評価と周知

適用条件についての判断基準の整備

計測精度の向上（位置計測など）

高さ計測による締固め厚さ管理の導入

データ改ざんの防止策

機器類の容易な調達環境（台数、価格）

技術者の育成、教材の充実

入札・契約の改善

監督検査業務の見直し

発注者側からの3次元設計データの提供

締固め管理データの維持管理への活用

その他
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